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　亜麻の生育・収量及び繊維形成はその栽値密度により著しい影響を受けることを著者等は先

に報管した8）。そこで本実験では栽植密度を一定にし，遮光処理によつてH射の強さを変えた

場合に，亜麻の生育がどのような影響を受けるかを追究した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎝　　　　　　実験材料及び方法　　　　　　　100

　亜麻のサギノ・一一1一号を径21cmの素焼鉢　　　80

に播種して，1鉢25本立とし栽培した。実

験区はC，標準区（自然状態）；工，軽度遮　　　60

光区（寒冷紗1重）；皿，中度遽光区（同3

重）及び皿，強度遮光区（同6重）の4区　　　40

である。東芝照度計により測定した各区の

照度はC区を100％oとした場合，1区が73　　　20

％，皿区が38％及び皿区が14％であつた。

各処理区ごとに一定の遮光枠を作り発芽後　　　0

10目から1区15鉢ずつ処理した。施肥量は

1鉢当り硫安，過石及び塩加を各1gと石　　100

灰2gをそれぞれ与えた。処理後1週目か

ら毎週草丈と葉数を調査し，又1鉢の個体　　　80

を周辺を除いて抜き取り葉，茎及び萌の乾

物重を測定した。開花期には茎の中央部の　　　60

繊維組織と主茎上葉の気孔数等について顕

微鏡により観察測定した。　　　　　　　　　40

実験結果及び考察　　　　　　　　oo

　1　草丈の伸長状態：草丈の伸長状態は

第1図に示す通りである。これによると，　　　0　14　21er　4　11　18　25　2・’H

生育初期には遮光の程度の大きいものほど　　　　5　　　　　6　　　　　　　7月

草丈が大となつた。即ち生育初期には光が　　第1図生育1耐り捌にみた草丈の伸長と葉数の増I」ll

弱いと茎の徹を引き起す。とを示してい　躍麗癒獺遮躯田：帷遮躯
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第1表　開花状況　　　　　　　　る。しかし伸長期から開花期にかけては

糊姻花始開花・躯墨塵…吻花魍1－1’．g，iとなり謝の醸のさき鯉麗

C
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∬

皿

月　日
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6・14

6・16

月　日　　　　　日

6・23　　　39

6・25　　　40

6・27　　　46

6・30　　　48

…－ q　　早丈が低かつた。これは遮光による灰素
　　19　岡化作用の減退が・）イ・隈生長に反i映した

12もの・考えられる．・・うが溌育糊

　　17　の結実期には再び逆となつて遮光の粒度

度が大きくなるに従つて減少を　　　　　　　　一　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’一’　　の大きいものほど草丈が大であつた。こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れは遮光によつて果実の生長が減退する

ために，同化物質が栄養器官である茎の生長により多く利用されたためと考えられる・

　2　開花及び萌の結実状態：開花期は遮光の程度の大きいものほど遅延し，C区と皿区の聞

には9口の違いがあつた（第1表）。又成熟期における1個体覇りの繭の乾物重を比較すると，

C区がもつとも大で・遮光の程　第2表全重と糎との関係（・・　琳当りの　乞擁）

示した（第2表）。生育末期にお。　　　ア実駆1全神司牌陣紳・批率
ける全乾物重を見ると，遮光の　　C

程度の大きいものほど明らかな　　　1

減少を示し，一方全重に対する　　　ll

繭重の比率は岡様に遮光の程度　　　皿

7．57

7．32

7。22

6．02

　％
100

96．7

95．4

79．5

　9　　　　％
1，85　　100

1．81　　　　97．8

1．55　　　　83．8

1・12　　　60．5

1萌可1／全．〔E　同上ヒ率
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101．2
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の大きいものほど少なくなつて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　、
いるが誠少の繊はこの比率において一騨著である・即ち，遮光は囹化物質の生囎を減

退させるのみならず，栄養生長に対する生殖生長の割合を一層減退させることが判る。

｝3麟の増加及び気孔の状態・・イ琳当りの葉数は生醐期にはCIXがもつと砂く趣

光の搬の小さいものほど多くなつた（第・図参照）・しかし帳期にvま　c区がもつとも多く

なり，遮光の鞭が大きくなるに従つて葉数鰍少したが潤花期頃の雌撚時から腿光

の程度猷きくなるに従つ嘆姿父は多くなつた．これを轍の伸剣犬態と比鱒ると，酵の

鰍磯係は大体撒して・・るが，蛸欄の轍は蹴の不呈脚小さいものほど多く・璽

はこれと逆の関係齢した．・れやま蜻初期におけ砒の強さの少…とに対する欄体哩

応｝豫瞳の蔽ということ1・現われて，勲の増加ということにははつきりしないこと赫

している．そこで蛸欄の緬積を各区で比較すると漣光により葉1喉が鵬かに大とな

るのが認められた．即ち亜麻鰯，光のもとで蛸すると・蛸襯】に茎の賑が髄され，こ

　　　　　第3表気孔の状態　　　れによつて樹刎木が光の強い方向へ生
　　　　　　　　　　　（1視野の直径o’42mm）　　　　長することを可能にし，一一方葉画積は

実験区

　C

　I

　H
　皿

気孔艦野壽き÷屈lt甘・・饗謙繍蒲膿欝

16．3

14．0

12．9

11．0

　　　　　　　　　　

30．8　　　36．4

30．8　　　　35．3

27．8　　 34．5

27．8　　　　34．1

18．11．22　が起ることになり・これらの現象は弱

18．8　1．26　　光に対する適応現象と認められる。こ

15・0　　1・34　　のような現象は大豆においても認めら

15・Ol　1・50　れている1）。

＊’a：横径，b：縦径，　c：孔の長さ　　　　　　　　気孔の大きさ及び単位葉面積の気孔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数は遮光の程度が大きくなるに従つて
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第4表繊維形成の状態
虞劇，離轟購縄募愛讐脚馴雛響騰糊馨糸纏霜懲
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減少したが，葉の裏面の表皮細胞壁の屈曲度3）は逆に大となつた。このような葉の形態上の特

長は葉の水分の損失を減少させるような構造の成立を意味している。そこで葉の含水量を見る

と大休この程度の遮光の範囲では遮光の程度の大きいものほど含水量が大となつているのであ

って，遮光区はそれだけに外界条件の変化による含水量の低下の危険がより大であると思われ

る。遮光区の前述のような形態的特性はこのような危険を滅少させる一つの適応ではなかろう

かと考えられる。遮光による気孔の大きさの減少と単位藥面積当りの気孔数の低下はタバコで

も認められているが4），前述の推論は光の強さを更に広範囲に変えた場合の成績で考察を下す

べきものと考’えられる。

　4　繊維形成の状態：10個体当りの繊維乾物重はC区がもつとも大で，遮光の程度が火きく

なるに従つて減少を示した（第4表）。即ち，光の強さの滅少は繊維形成の絶対重を低下せしめ

ることが示されている。しかし皿区のような極端な遮光においては反つて繊維重の絶対墨の増

加が見られた。この場合，乾量に対する繊維の割合が遮光によつて増加するのは弱光によつて

徒長した茎の体制維持に対して好都合になつているものと考えられる。一方乾茎に対する繊維

歩留は遮光によつて反つて増加したが，単繊維の長さ等について見ると，遮光の程度の大きい

ものほど明らかに短かく，繊維の質は劣つていた。又一繊維東中の細胞数は遮光の程度の大き

いものほど減少し，C区と皿区の閥には約10個の違いが見られた。このために横断面に現われ

た全繊維細胞数は遮光によつて明らかな減少を示した。従つて繊維組織が遮光により景多響を受

けるのは繊維束数より繊維細胞数において顕著である。このように遮光が繊維形成を減少させ

ることは，遮光によつて同化生藤物の生成が抑制されるのでHemicellulose及びcel｝uloseの

合成を低減すること5）に原因しているものと考えられる。

摘　　　　　要

　本実験では亜麻の生育及び繊維形成に及ぼす日射の強さの影響を追究した。生育の調査は草

丈の伸長，，葉数の増加，，開花結実及び気孔の大きさ等について行つた。繊維形成の状態は乾茎

に対する繊維重，繊維歩留及び単繊維の長さにつき，又顕微鏡下では茎中央部における繊維束

数，繊維細胞数とその大きさ等につき判定した。

1　生育初期の草丈は遮光の程度の大きいものほど徒長して大となつたが，その後，開花期ま

　では逆となつた。更に生育後期の成熟期には再び遮光の程度の大きいものほど草丈が大とな

　つた。これは光が弱いと果実の成長が滅退するために遮光の程度の大きいものほど同化物質

　がより多く栄養生長に利用されたためと考えられる。

2　遮光により開花は遅延した。更に繭の乾物重は遮光の程度の大きいものほど低減した。又

　覇重と全重の比率から遮光は同化物質の生産量を減退させるのみならず，栄養生長に対する
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　生殖礁長の割合を一層減退させる．ことが判つた。

3　生育初期の1個体星1りの葉数は遮光の程度の小さいものほど多く，草丈の伸長状態とは逆

の関係を示した。これは生育初期においては遮光に対する楠物体の適応現象が茎の徒長と単

　蘂の面積の増大ということに現われて葉数の増加ということにははつきりしないことを示し

　ている。その後の葉数の増加は草丈の伸長と相伴つていた。

4　藥の裏面の気孔の大きさ及び単位葉面積の気孔数は遮光により減少したが，その表皮細胞

　壁の屈曲度は逆に大となつた。この形態上の特長は葉の水分の損失を減少させるような構．造

　の成立を意味している。

5　繊維乾物重は遮光の程度の大きいものほど減少した。しかし強度の遮光は反つて繊維重を

　増加した。これは弱光によつて徒長した茎の休制維持に対して好都合になつているものと考

　えらる。一方乾茎に対する繊維歩留は遮光により増加したが，単繊維の長さ，繊維細1包数，

その大きさ等は遮光の大きいものほど明らかに減少した。繊維組織が遮光により影饗を受け

　　るのは繊維．束数より繊維細胞数において顕著であつた。
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Summary

　　　　　Flax　plants（var．　Saginow　No．1）were　grown　in　pots　under　different　light　intensities

as　follows；100％，73％，38％and　14％of　the　solar　radiation．　In　the　early　stage　Qf　growth，

the　stem　lengths　of　the　plants　became　longer　and　their　leaf　area　increased　as　the　light

irltensity　decreased．　These　facts　seem　to　be　the　adaptation　of　the　plants　for　Iow　light　in－

tensity．　In　the　stages　of　rapid　growth　and　of　flowering，　the　stem　lengths　were　shorter

under　the　lower　light　intensities，　probably　because　of　the　decreased　photosyntheg．　is　under

insufficient　light．　In　the　later　stage　of　grQwth　when　fruits　ripened，　the　stem　lengths　incr・

eased　again　under　lower　light　intensities．　Uncler　those　lower　conditions　the　time　of　flowering

delayed，　the　weight　of　fruits　per　plant　decreased，　and　the　ratio　of　fruit　weight　to　total

weight　of　the　plant　decreased．』Thus　the　low　light　intensities　induced昇ot　only　the　reduction

of　assimilation　products　but　also　the　reduction　of　the　ratio　of　reproductive　growth　to．　vege－

t。ti。。　g，。wth．　Th，，ea，。。　why　the・t・rri　l・・gth・f　th・pl・・t　whi・h　w・・g・・w・i・th・

10west　light　intensity　was　longest　in　the　fruit　ripening　stage　seems　tσbe　that　the　assimi－

］ation　prQducts　were　used　more　for　the　stem　growth　because　of　the　l’eduction　of　fruit

growth．　The　stomatal　sizes　of　the　under　surfaces　of　the　leaves　decreased　and　the　curvatu「e
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of　the　cell　wall　of　the　epidermis　increased　as　the　light　intensity　decreased．　The　fiber

weight　per　plant，　the　length　of　fiber，　the　number　of　fiber　cells．observed　in　the　cross

section　of　the　stem　and　the　diameter　of　fiber　decreased　as　the　light　intensity　decreased．

But　the　ratio　of　fiber　weight　to　stem　weight　increased　as　the　light　intensity　decreased，　and

the　fiber　weight　per　plallt　which　grew　under　the　lowest　light　intensity　was　greater　than

those　of　the　plants　grown　under　the　other　Iow　intensities．．This　fact　see艶s　to　be　co且venient

to　support　the　slender　stem　grown　in　the　insufficient　Iight。

　　　　　　　伽botatory　Of　CroP　Science，　Facultアげ7’extile　and　SeriCttltUi’e，∫勧吻‘伽塀5ゴ砂）


